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環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

▼
先
日
ホ
タ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

目
の
前
に
広
が
る
幻
想
的
な
あ
か
り
。

ゆ
っ
く
り
見
た
い
大
人
と
は
違
い
、
と

り
あ
え
ず
ホ
タ
ル
を
捕
ま
え
た
い
子
ど

も
は
う
ろ
ち
ょ
ろ
と
…
。
子
ど
も
に
気

を
と
ら
れ
ゆ
っ
く
り
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
♪（
三
上
）

▼
高
梁
は
「
た
か
き
び
」
と
も
読
み
、

名
前
の
由
来
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
第
二
子
の
男
子
が
生
ま
れ
、
旧
字

で
「
粱（
り
ょ
う
）」
と
名
付
け
ま
し
た
。

元
気
に
た
く
ま
し
く
育

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
い
や
ー
、
め
で
た

い
。（
山
崎
太
）

▼
梅
雨
で
す
。
田
ん
ぼ
の
カ
エ
ル
達
が

こ
ぞ
っ
て
自
慢
の
鳴
き
声
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
昔
は
つ
か
ま
え
て
遊
ん
だ
も

の
で
す
が
、
今
は
気
持
ち
悪
く
て
触
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
大
人
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
か
…
。（
池
田
）

▼
み
な
さ
ん
は
、
仕
事
や
学
校
の
疲
れ

を
ど
う
や
っ
て
解
消
し
て
い
ま
す
か
？

食
べ
る
、
寝
る
、
遊
ぶ
な
ど
、
人
そ
れ

ぞ
れ
解
消
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
僕
に
あ
る
の
は
食
べ
る
こ
と
の
み
。

体
重
が
気
に
な
り
ま
す
。

も
う
少
し
体
を
大
切
に

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

ね
…
。（
山
崎
和
）

『モネと虎次郎の物語』 ワークショップ 
「モネに挑戦 － 僕たちの睡蓮を描こう！」
大原美術館所蔵「睡蓮」は、虎次郎がモネに直接交渉して
入手した優品です。この縁で、成羽美術館にはモネの庭か
ら株分けされた睡蓮が今年も可憐な花を咲かせています。
今回は倉敷芸術科学大学の学生たちと「モネ
ゆかりの睡蓮」を大画面に描き出します。
日　時　7 月 24 日（日） 
　　　　午前 10 時～午後３時
対　象　小学生（低学年は要保護者同伴）
参加費　500 円　　　定　員　20 人

『古代エジプト物語』
オリジナルブランドグッズ発売記念イベント
岡山県立大学学生たちがデザインした成羽美術館オリジナ
ルエジプトグッズの発表と、考古学者に
よるスペシャルトーク開催。
日　時　７月 16 日（土）
　　　　午後１時～午後２時 30 分
案内役　�須

す ど う ひ ろ し
藤寛史さん（岡山市立オリエ

ント美術館学芸員）

各イベントへの申込方法
　往復はがきに ①〒住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤希望のイベント を明記のうえ、成羽美術館まで送ってくださ
い（１枚で２人まで）。応募多数の場合は抽選のうえ、当選者に参加通知を返送します。
応募締切　「モネに挑戦」７月 16 日（土）
　　　　　「化石博士」「夏講座」共に８月６日（土） ※各日必着

館内イベント ※イベントには観覧券が必要です（市内小中学生は不要）

児 島 虎 次 郎 が
撮影したモネ

詳しくは成羽美術館ホームページをご覧ください
問 成羽美術館 ☎ (42）４４５５

『成羽化石物語』 ワークショップ
「君も化石博士！枝の不整合 ー 謎解きの半世紀の物語」
名物博士の楽しいお話を聞きながら化石の世界を謎解きしよう！
日　時　８月 11 日（木・祝）　
　　　　午後１時～午後３時
対　象　小学生以上　　　定　員　30 人
講　師　大

おおのてるふみ
野照文博士（三重県総合博物館みえむ館長）

エジプトを旅する
児島虎次郎

今年の夏は家族そろって成羽美術館へ！

『夏休み！成羽美術館物語』
　昭和 28 年に開館した成羽美術館は今年で 63 年目を迎える、全国的に見ても老舗の美術館です。
　絵画（美術）、エジプト遺物（考古学）、成羽の植物化石（自然科学）といった異なる分野の優れた展示物が一堂に
会するのは成羽美術館ならではのこと。
　今年の夏休み、成羽美術館では、『夏休み！成羽美術館物語』と題して、「モネと虎次郎の物語」、「古代エジプト
物語」、「成羽化石物語」という三つのテーマで館の魅力を改めて発信します。

会　期　７月９日（土）～８月 28 日（日）
開　館　午前９時 30 分～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
休館日　月曜日（ただし 7 月 18 日（海の日）は開館、翌 19 日（火）は休館）　
入館料　�一般 500 円、高校・大学生 300 円、小・中学生 200 円
　　　　※市内在住の小中学生と 65 歳以上の人は入館無料　※ 20 人以上の団体は２割引

『成羽化石物語・夏講座』 
成羽の植物化石だけでなく、恐竜の化石にも触れてみよう。
日　時　8 月 20 日（土）
　　　　午後１時～午後２時 30 分
対　象　小学生以上　　定　員　20 人
講　師　惣

そうじのりみち
路紀通さん

　　　　（笠岡市立カブトガニ博物館長）


